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　海と山に囲まれた自然豊かな福井県。癒しの「温泉」、美しい「雪景色」のほか、冬の味覚
の王者「越前がに」や、国際レベルの「恐竜博物館」など魅力があふれています。
　県では、魅力いっぱいの健康長寿な福井に来ていただこうと、国内のみならず東アジアにも
範囲を広げ観光客誘致を展開しています。
　また、11月に小松・上海定期便が就航したことにより、東アジアとの観光交流のみならず、
ビジネスチャンスの拡大にもつながるものと期待が高まっています。

小松空港内に新しく設けた福井県観光コーナー

小松空港に到着し熱い歓迎を受ける
第１便の搭乗客＝11月25日

　11月25日、中国の上海と小松
空港をわずか２時間で結ぶ定期便
が就航しました。毎週木・日曜日
の週２便の運航により、福井県と
中国がぐっと身近になり、ビジネ
ス・観光両面での期待が高まって
います。

　上海市および隣接する浙江省と江蘇省に福井県から進出している企業は45社（平成15年12月現
在）に上ります。これまで労働コストの低さから中国に生産拠点を設けるケースが多かったのです
が、最近では、市場としての魅力が高まり、中国での国内販売に取り組む企業が増えています。
　定期便就航で中国との移動時間が大幅に短縮されるだけでなく、心理的な距離感も縮まることによ
り、中国との行き来が盛んになり、ビジネスがますます活発化することが期待されます。

　訪日団体観光旅行に必要なビザの発給地域が、福
井県との友好提携先の浙江省をはじめ中国各地に広
がり、中国からの旅行の機会が増えています。この
チャンスを捉え、11月25～28日に上海市で開催さ
れた中国国際旅遊交易会に出展し、福井県の魅力を
大いにＰＲしました。
　また、県は９月補正予算で、東アジアの旅行エー
ジェントが観光客を送り込んだ場合、送客数に応じ
て助成する制度を新たに設け、積極的な誘致を進め
ています。
　さらに、福井県の空の玄関口となる小松空港に、



「福井県観光コーナー」を設け、観光パネルや伝統
的工芸品を展示し、福井県のＰＲや観光情報の提供
を行っています。

観光客誘致で協定を結んだ勝木健俊・県観光連盟会長
（左）と曾盛海・中華民国旅行商業同業公会全国総合
会理事長＝11月19日、台湾

中国や台湾と相次いで観光交流協定絞結
　県は、中国・浙江省政府や台湾政府に職員を派遣し、観光客誘致
を要請するとともに、県観光連盟では、浙江省政府や台湾全土にわ
たる旅行業協会と観光交流協定を締結。東アジアに対象を絞り、行
政と民間が連携して積極的に福井県の売り込みを図っています。
　また、福井県への旅行商品を企画してもらおうと、県では中国浙
江省や香港から旅行エージェントやマスコミを招へいする事業も行
っています。参加者からは「福井県には温泉や美しい海など大きな
魅力があり、海外から観光客を呼び込める可能性は十分ある」とい
った声も聞かれ、今後とも県では、東アジアからの観光客誘致を積
極的に進めていきます。

　東アジアからの観光客誘致に力を入れる一方で、国内での観
光客誘致も積極的に展開しています。
　旅行エージェントやＪＲとタイアップし、本県の歴史的文化
財などを組み入れた旅行商品を企画・販売し、観光客の誘致拡
大を図っています。
　また、やる気のある観光事業者を支援するため、東京や大
阪、中国・四国地方などで、現地旅行エージェントを招いて商
談会を開き、県内の観光関係者に対し新たな販路開拓の機会を
提供しています。
　さらに、広域観光案内板を整備したり、県観光情報総合サイ
ト「ふくいドットコム」などＩＴを活用して観光情報を提供し
ており、観光客の皆さんが福井県の観光を楽しんでいただける
よう取り組んでいます。

県内の観光事業者約40名が、福井を売り込もうと
熱い商談を繰り広げました＝9月15日、大阪

　県は、これまでの施策を抜本的に見直した新たな観光プランを策定します。
　このプランでは、意欲と明確な考え方を持つ観光地を、地元自治体とともに重点的に支援し、他の
地域にも波及させ県全体が輝くことを目指にしています。

　また、グリーンツーリズムとの組み合わせによる魅力づくりや、地域で核となって活動する人材の
育成、「中高年」や「女性」、「小中高校生～教育旅行～」、「東アジア」など対象を絞った情報発
信により、観光客誘致を進めていきます。

あなたの知りたい「福井」の観光・イベント情報は

http://www.fuku-e.com/


「ふくいドットコム」までどうぞ。　http://www.fuku‒e.com

http://www.fuku-e.com/
http://info.pref.fukui.jp/kouho/kensei/index.html

